
令和３年９月 15日 

 

保護者 様 

 

磐田市立福田小学校長 佐伯 泰司 

 

２学期の学校行事等の実施のあり方について 

 

２学期には、学校行事として、運動会(10月)・６年生の修学旅行(11月)・５年生の観音

山宿泊体験・参観会・懇談会（11 月）・持久走大会(12 月)、各学年においても校外学習等

の行事が予定されています。 

学校では、これらの行事の実施のあり方について検討を重ねてきました。その学校の考

えを９月 10日（金）のＰＴＡ運営委員会にて報告し、多くの御意見をいただき、現時点で

の方向性が定まりましたので、以下のとおり御提示します。 

保護者の皆様の御理解と御協力をお願いします。 

 

記 

１ 基本的な考え方 

 学校行事の意義は、授業では味わえない感動を味わえることはもとより、行事をとお

して仲間とかかわることで得られる達成感や最後までやり遂げ、学校教育目標である

「本気の花をさかせる子」の育成を目指すことにあります。 

 

２ 学校行事の在り方について 

 (1) 避難訓練(９月２日内容を変更して実施・11月 16日実施予定) 

９月２日は緊急事態宣言発令中であり、人流抑止の観点から、学校全体ではなく、各学級

において避難経路の説明及び避難行動を行いました。なお、11月 16日の訓練方法等に

ついては今後検討していきます。 

 (2) 読み聞かせ(９月 14日に内容を変更して実施) 

ボランティアが来校して読み聞かせを行う方法は双方に感染リスクがあるため、ボランティ

アの方々への依頼は控え、学級担任が読み聞かせを行いました。 

 (3) はまぼう学府小・小交流（５年）(9月 22日実施予定) 

感染状況が急速に改善することは考えにくいため、人流抑止の観点から、豊浜小児童が

来校して交流を図ることは避け、日程の変更をします。リモートでの交流やビデオメッセージ

など、直接会わない形の交流を日程も含めて検討しています。 

 (4) 運動会(10月 16日実施予定) 

10月 16日に実施する場合、緊急事態宣言中に運動会練習を始めることとなり、練習で

は密集や密着を避けにくい場合も考えられます。運動会当日についても保護者入場は難し

く、全校一斉で実施することも難しいと考えます。 



そのため、11月１日（予備日２日）に延期し、分散開催として、各家庭 1名の保護者に参

観していただく形とします。実施可否は概ね実施日から遡り２週間前の感染状況から判断

し、11月１日の実施が難しいと判断した場合、11月 29日（予備日 30日）に延期することと

します。（詳細は 15日配付の「運動会の変更について」の文書を御覧ください。） 

 (5) 修学旅行(11月 10日・11日実施予定) 

ホテルのキャンセル料発生等の関係から、実施日から３週間前(10月中旬)までに実施可

否の判断を行う必要があります。静岡県、山梨県の両方若しくは一方に緊急事態宣言が発

令されている場合、若しくは静岡県の警戒レベル５「特別警戒」以上や行先の地域でまん延

防止等重点措置が適用になっている場合は 1月に延期とします。この場合、静岡県内での

旅行も検討していきます。 

 (6) 観音山宿泊体験(11月 18日・19日実施予定) 

不特定多数との接触はないため、基本的には十分な感染症対策を講じたうえで実施しま

す。今後、５年生保護者には改めて実施方針を説明するとともに意見を集約していきます。

さらに 10月上旬には保護者から同意を得ることとします。 

 (7) 参観会・懇談会(11月 30日実施予定) 

11月に運動会が延期となり、参観をする機会が増えたことから、参観会自体は中止としま

す。懇談会については、教育相談の機会を有効に使います。 

 (8) 校内持久走大会(12月 14日実施予定) 

運動会が 11月実施となった場合、日程が近くなることから、例年通りの持久走大会は実

施しません。学級や学年で持久力を高めるよう体育の授業などを通じて取組を進めたり、密

集する状況を避けるため、学年・学級単位とするなど規模を縮小したりすることを検討してい

ます。 

※上記すべての行事において、実施予定日直前に、行事に関係する児童や教職員におい 

て新型コロナウイルス感染症の感染者が発生した場合も延期若しくは中止の検討を行うこ 

ととなります。 

 

３ その他 

 (1) 図書館ボランティアについて 

当面の間、図書館ボランティアの方々には子どもと直接かかわる業務は実施しないことと

します。 

 (2) 校外学習について 

緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置発令中は、校外学習を基本的に実施しません

が、感染症対策を十分に講じたうえで受け入れ先の意向を確認して実施する場合もありま

す。 

※ご不明な点がありましたら、下記担当まで連絡をお願いいたします。 

担 当 主  幹  教  諭 

( 上 田 ) 

電 話 ５５－２１２９ 


